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地域から少子高齢化への対応を考える
その７～高齢化イメージの概観

／代表取締役社長　森脇宏

　ニュースレターNo.184 の「その６」までで、少

子高齢化のうち、少子化傾向の緩和について、地域

の視点から論究してきました。今号からは、高齢化

への対応について、幾つかの視点から考察してみま

しょう。ただし高齢化については、既に様々な分析

や考察がされていますので、あまり重複しないよう

な視点から、高齢化のイメージを概観してみます。

　なお、ここで用いる将来データは、国立社会保障・

人口問題研究所による「日本の地域別将来推計人口

（平成 25（2013）年 3 月推計）」の結果や、そこ

で示された諸指標（生残率等）から推計したもので

す。この国立社会保障・人口問題研究所による推計

値は、今年６月、多くの自治体が消滅すると予測し

た日本創世会議が指摘したように、出生率や社会移

動の甘さがあるようですが、関西の高齢者イメージ

を概観するには、出生率は直接関係せず、関西の高

齢者の社会増も少ないため、あまり大きな問題はな

いと思われます。

激増する 90歳以上の高齢者

　高齢化社会について論じる際に、例えば「75 歳

以上の後期高齢者数が・・・・」というフレーズが

よく使われますが、70 歳代後半でもまだまだ介護

が不要な高齢者の割合は高く、介護問題等を視野に

入れて高齢化を論ずる場合は、85 歳以上や 90 歳以

上の高齢者の動向を注目する必要があります。

　こうした趣旨から、関西（２府４県）の 90歳以上

の高齢者の動向を眺めると、表１のように現状（2010

年）で約 20万人おられ、15年後（2025 年）には約

52 万人と 2.5 倍に、30 年後（2040 年）には約 93 万

人と 4.6 倍になると推計されています。これは、概

ね現在の和歌山県の人口に匹敵する数字です。

　これを府県別にみると、大阪府での増加が著し

く、現状（2010年）の約7万人から、30年後（2040

年）には約 39 万人と 5.3 倍、実数では約 32 万人が

増えると推計されています。また、こうした傾向

は市町村別にみると、より一層顕著に現れ、現状

（2010 年）に対する 30 年後（2040 年）の増加率が

高い市町村の上位 20 位までを整理すると表２のと

おりで、関西で最も増加率が高い枚方市では、現状

（2010 年）の約 3 千人から、

30 年後（2040 年）には約 22

千人と 7倍、実数では約 19 千

人が増えると推計されていま

す。２位以下は、寝屋川市（6.2

倍）、香芝市（6.2 倍）、三田

市（6.1倍）、猪名川町（6.0倍）

（資料）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年（2013）年 3月推計）」

（資料）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別
将来推計人口（平成 25年（2013）年 3月推計）」
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など、大阪府以外の市町も登場

していますが、やはり大阪府内

の市町が多く、20 市町のうち 13

市町（65％）を大阪府内の市町

が占めており、高度経済成長期

に人口が急増した市町が多く並

んでいます。

　この 90 歳以上の高齢者の大部

分は介護が必要になる方と考えられ、介護は市町村

が主体となって取り組むことになっていますが、施

設面やマンパワー面で準備していく計画はあるので

しょうか。これらの点については、次号以降でもう

少し詳しく考察してみます。

死亡者数が倍増する市町も登場

　高齢者が増えると、当然、死亡者数も増えてきま

す。国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域

別将来推計人口（平成 25（2013）年 3 月推計）」

で示された生残率や純移動率を用いて、関西の市町

村別死亡者数（年平均）を推計すると表３に示すと

おりで、現状（2010 年）で関西全体の死亡者数は

年間約 18 万人ですが、15 年後（2025 年）には約

26 万人と 1.45 倍に、30 年後（2040 年）には約 29

万人と 1.6 倍になると推計されます。

　これを市町村別にみると、もう少し様相が異なり、

現状（2010 年）に対する 30年後（2040 年）の増加

率が 2倍を越える市町も、表４のように 20市町に上

り、最も増加率が高い堺市では、現状（2010 年）の

約7千人から、30年後（2040年）には約17千人と2.5

倍、実数では約 10千人が増えると推計されます。こ

れらに対応する墓地や火葬場が確保できるのでしょ

うか。墓地については、埋葬の風習の変化等も関係

するため、単純に死亡者数に需要が比例するとは考

えられませんが、火葬場の方は概ね死亡者数に需要

が比例すると考えられ、現在の処理能力ではカバー

できない地域が続出するかもしれません。

　また、死亡者数の増加は、独居老人という問題と

絡むと、空き家の発生へとつながっていきます。こ

の空き家問題は既に各地で議論になっていますが、

今後ますます大きな問題になってくるでしょう。こ

うした死亡者数の増大に伴う問題についても、今

後、もう少し詳しく考察してみたいと思います。

※本稿は、日本計画行政学会関西支部の研究部会

活動「地域からみた少子高齢化への対応策に関する

一考察」の成果の一部を活用しています。

（資料）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
（平成 25年（2013）年 3月推計）」を基に推計した。

（資料）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計
人口（平成 25年（2013）年 3月推計）」を基に推計した。
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地区防災計画制度と地区防災計画学会

　災害対策基本法の改正（平成 25 年）により、本

年４月から地区防災計画制度がスタートしました。

東日本大震災では大規模な被害が発生し、被災者を

支援すべき行政職員や役所自体が被災し、公共だけ

の力による被災者支援（公助）の限界が明らかにな

りました。行政からの速やかな支援が期待できない

状況では、被災者自身が自らを守ると共に、隣近所

や町内会など地域コミュニティの協力によって、災

害を乗り切る必要が教訓となりました。

　この地区防災計画制度は、公助の限界と自助・共

助の役割の拡大を踏まえて創設されました。地区や

企業協議会レベルでの防災訓練や発災後の活動など

をそれぞれの地区防災計画として定め、市町村の地

域防災計画の中に位置づけできるという趣旨です。

　アルパックでは各地で地区計画制度の運用や地区

計画そのものの策定に関わってきましたが、地域防

災計画と地区防災計画は、都市計画と地区計画との

関係で考えています。この地区防災計画策定のため

のガイドラインづくりのため（一財）関西情報セン

ターと協力して、各地の活動事例やルールづくりな

どを調査してきました。

　今年からモデル地区の調査に入ると同時に、行政

や研究者、防災士など関係する人達によって、地区

防災計画制度の普及啓発や調査研究のために、地区

防災計画学会（仮称）が発足しました。いわゆる「学

会」としては、一定の活動実績を経て、日本学術会

議協力学術研究団体としての指定を目指して活動を

はじめています。

日本都市計画学会の３支部の連携事業

　『南海トラフ巨大地震』にそなえ、全国各地でさ

まざまな取組が進められています。紀伊半島、四国

南部、九州東部の沿岸部ではリアス式海岸の地形、

漁業を中心とした生業、集落の人口減少や過疎化・

高齢化など類似の問題点を抱えており、地震と津波

の被害を軽減するべく、各地で行政は高台への移転

やインフラの整備、あるいは住民や地域コミュニ

ティレベルでの避難訓練など多様な取組が行われて

います。

　日本都市計画学会の九州支部、関西支部、中国

四国支部では３支部が連携した研究交流活動の一

環として、上記の３地域における震災への備えと

して、地域振興策とまちづくりの視点から、連続

したシンポジウムやワークショップを開催しつつ

あります。このような公開の議論に先立ち、私が

参加する研究会では奥尻島、玄海島、三陸地域な

ど復興過程の研究を経て、発災時の被害軽減とそ

の後の復興にそなえて事前に何をするべきかを検

討してきたところです。

　第一弾として九州（大分）シンポジウムを開催

し、これから関西（和歌山）と広島（都市計画学会

全国大会）でのワークショップ、四国（高知）での

シンポジウムなど連続開催を予定しています。

　５月に開催した大分のシンポジウムでは、町内会

などコミュニティレベルでの避難活動や防災活動の

実践報告と発災後のまちづくりへの課題について地

域の活動家と専門家との議論を行いました。このシ

ンポジウムで指摘されたのは、①避難対策は非常に

重要であり、常に取り組むべきものである。過去の

災害経験や復興現場からの報告から、②事前の平常

時の取組が被災後のまちづくりに役立つ、③平常時

津波被害にそなえた取り組みについて

／取締役副社長　堀口浩司

シンポジウムの様子

4
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の準備は地域コミュニティの力が基本である、と

いった点でした。

　この成果を更に進め、10 月には和歌山県で行政

職員を入れたワークショップを行い、高台への移転

や市街地の再編、地域産業の復興など「生きのびた

後の地域再生」に焦点をあてた議論を展開したいと

考えています。

都市計画のこと

　将来予想される大規模な災害に対し、その被害を

最小化するための準備として、避難訓練や防災対策

を行うことが喫緊のテーマであり、当面は避難地や

避難路の確保、非常時の避難所や仮設住宅用地の調

査など、今すぐに着手すべき課題です。更に中長期

的には、安全な高台への道路網の整備、低地部の土

地利用転換や中心市街地の再編、森林や農地と都市

的土地利用の調整など、都市・地域の構造を大きく

変更するような要素を持っています。その一方で、

水産業を中心とした地域経済の変化、高齢化や人口

減少による山間集落の衰退など、地域の生業と土地

利用との関係も密接な関係を持っています。

　地域を支えるマンパワーが乏しくなり再生のた

めの活力が維持できるかどうか、あるいは行政の

財政事情が厳しい中、災害

に備えた大規模な土木事業

を進めるのは困難、災害後

の復興まで考えるのは更に

難しいといった諦めムード

もあります。しかし、この

ような困難な状況がありつ

つも、人的被害や市街地の

損壊を低減し、被害から癒

やされる期間を最短とする

ため、事前の準備への取組

みが必要です。

　リアス式で平野部が少ない土地条件では、災害が

起こって最初に必要となる仮設住宅や災害公営住宅

の建設、安全な高台などへの移転など、将来のまち

づくりを展望し、緊急時に必要となる土地の手当を

予め準備していくことも必要です。

　地域の生活と市街地の将来像について、産業、観

光、福祉、教育、自然保全など複数の視点から、身

の丈にあったまちづくりをじっくり議論しておくこ

とが重要であり、復興まちづくりを今から進めてい

く上での条件と考えられます。

　災害からの復興を意識しつつ、中長期のビジョ

ンを持って、それを実現するためのアクションを

具体的に考えていくことが重要です。地区レベル・

コミュニティレベルでそれぞれの将来像、生活像

を考えていくことが、地区防災計画の成果を上げ

生き延びた後の展望を有意義なものにすると考え

られます。

（日本都市計画学会理事、関西支部長／地区防災学

会理事）

津波避難場所：臼杵城跡

避難ループ橋：臼杵城跡

「津波防災に取り組む町」広川町の看板（和歌山県）

津波避難場所の標識：臼杵公園
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名古屋に２軒の店舗付き集合住宅が竣工しました

名古屋事務所／間瀬高歩

シエルブルー栄（名古屋市中区栄）
　平成 26 年 3 月、名古屋市中区栄４丁目に店舗付
き集合住宅が竣工しました。建物は「CIEL BLUE 
SAKAE（シエルブルー栄）」と名付けられ、地下
1階～地上 2階はテナント（最大 6区画）、3階～
12階は賃貸住宅98戸（うち11階と12階はメゾネッ
トタイプ）の構成です。
　シエルブルー栄は、名古屋の都心部「栄」にあり、
昼夜を問わず人が行き交い、賑わいのある地域に立
地しています。中区栄 4丁目周辺は、中区役所、中
日ビル、昭和ビルなどの官公庁・オフィスビルが立
地していますが、名古屋の目抜き通り「広小路通」
から南のエリアに入れば、名古屋の繁華街の一つで
「女子大小路」や「栄ウォーク街」と通称されてい
る界隈があります。シエルブルー栄が建設される以
前の土地利用は、中国大飯店という中華レストラン
が営業していましたが、閉店後は平面貸し駐車場と
して低未利用地の状態が続いていました。この度、
事業主の（株）アトリウム・（株）エー・アイ・シー
が開発を手掛けられ、再び街の活性化に資するよう
な事業が展開されています。
　設計時の近隣説明では、シエルブルー栄の事業が
展開されることによって、「街が活気づくので期待
している」「シンボルになるような建物をつくって
欲しい」などの賛同するご意見を多く頂きました。
　ビジネス街と繁華街の接点に建つ店舗付き住宅と
して、地域の方々に永く親しまれればと思います。

やごと光風観（名古屋市天白区八事）
　同年 3 月、名古屋市天白区八事に店舗付き集合
住宅が竣工しました。建物は「やごと光風観」と
名付けられ、1 階はコンビニ及び住宅共用部、2 階
～ 6 階は学生専用賃貸住宅 34 戸の構成です。天白
区八事の周辺は、名古屋大学、中京大学、南山大
学、名城大学など多くの大学が立地しており、学
生たちが行き交い、若い活気が感じられる地域で
す。建設地の周辺は地下鉄八事駅や大型スーパー
が近接する利便性の高い場所であり、八事の丘陵
地を南に下れば閑静な住宅地がひろがっています。
建物名称の「やごと光風観」は、入居される学生
が「やごと」の街で、新しい「光や風」を「観る」
ことができるようにとの願いを込めてオーナーが
名付けられました。
　やごと光風観では、オーナーの建設スケジュー
ルが短工期であることが前提条件でしたので、構
造・工法は、1 階は鉄骨在来工法、2 階～ 6 階は
鉄骨ユニット積層工法としました。鉄骨ユニット
積層工法は新潟の鉄骨メーカー（株）サトコウの
SSUT 工法によるものです。SSUT 工法により、着
工から竣工まで 5 ヶ月間の短工期による事業化が
実現できました。
　竣工後、やごと光風観の入居契約は即満室になり
ました。今後、多くの学生が新しい生活をスタート
する住宅として末永く利用されればと思います。
　オーナーは異なりますが、同時期に 2 軒の設計

監理を担当させて頂きましたご縁と、完
成に向けてご尽力頂きました関係者の皆
様に心から感謝致します。

シエルブルー栄 やごと光風観 やごと光風観　鉄骨ユニットの建方状況
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６年間で 100 名以上の環境リーダーを輩出！
－だいとうシニア環境大学－

地域産業イノベーショングループ／武藤健司

　大阪府大東市が大阪産業大学と連携して開催する
「だいとうシニア環境大学」。シニア層（50歳以上）
の市民を対象に、環境問題への理解を深め、地域で
活躍する環境活動のリーダーを育成する年間の講座
（全18回）です。平成20年度に開校し現在７年目。
開校当初から、事務局として企画運営をサポートし
ています。

気分は大学生♪楽しく学べるカリキュラム
　市長から入学証書を受け取り、１年間の大学生活
がスタートします。講座の受講に加えて、卒業要件
（単位数）の設定やレポートの提出、大阪産業大学
内の食堂や図書館の利用など、大学生気分で楽しく
学べることが特徴です。
　例年 10 ～ 20 名の受講があり、ごみ、水質、里
山保全…など、環境に関するさまざまな分野につ
いて、大阪産業大学の先生から学びます。フィー
ルドワークにも重点を置いており、講座を重ねる
ごとに受講生どうしの距離が縮まります。卒業時
は「期待以上に楽しく１年が早かった。これから
もみんなで活動したい！」と、毎年決起集会のよ
うな場となります。
地域デビューの鍵を握る自主学習
　カリキュラムの後半に「自主学習」という講座を
３回設けています。自主学習では、これまでの講座
を踏まえ、ごみ減量や水質測定など、受講生がさら
に深めたい分野や卒業後に取り組みたい活動を決
め、事務局はそのサポートを行います。同じ思いを

持つ受講生どうしがグループとなって取り組むこと
で、「おもしろい！」、「試しにやってみよう！」
と議論が盛り上がります。
　受講生のみなさんは長年培って来られた経験やノ
ウハウをお持ちなので、方向性が決まればすぐに具
体化されていき、その活動的な様子には毎年驚かさ
れます。結果として、卒業後に実践する環境活動の
多くが、この自主学習から生まれています。
平成 26 年度のおおさか環境賞（準大賞）受賞！！
年々拡がる卒業生の活動
　卒業生の活躍こそが、この事業の大きな成果と
なっています。平成 21 年３月に１期生が卒業し、
これまでの卒業生は 100 名を超えました。１、２期
生が中心となって立ち上げた「大東環境みどり会」
は、卒業生限定の集まりであり、卒業生の多くが会
員として“無理せず、楽しく”環境活動を実践して
います。活動は、段ボールを使ったコンポストの普
及、竹林整備や竹細工づくり、子ども向けの環境紙
芝居など、会員数の増加とともに年々拡大していま
す。近年では、産官学民の連携による水質浄化実験
など、新たな動きも出てきました。
　卒業生の活躍はもちろん、大阪産業大学の先生の
温かいサポートをはじめ、市職員による日々のフォ
ローなどにより、活動の輪が広がってきました。卒
業生による活動は、少しずつ、そして着実に地域に
浸透してきています。

卒業生の活動

おおさか環境賞：他の模範となる豊かな環境づくりに向
けた活動に取り組み、顕著な功績のあった個人・団体又
は事業者を顕彰するもの。大阪府が平成９年に創設。
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都市・地域プランニンググ
ループ／依藤光代・絹原一寛

小学生たちが、地域の営み
について「聞き書き」をし
ました

　和歌山市の山東盆地は、市の南
東部に位置し、里山にぐるりと
周りを囲まれています。そのた
め市街地とは風景が全く異なっ
ており、田園が広がり、谷間の
斜面にはみかん畑のある、独特
の景観が見られます。
　これまで山東盆地では、まちづ
くりや風景づくりのために、地
元の方々が「山東まちづくり会」
を結成し、田園や自然にぴったり
のイベントを開催されてきまし
た。例えば、藁でつくった案山子
を募集する「案山子コンテスト」
や、切り出した竹 2 万本を並べ
て火を灯す「竹燈夜」などです。
　これらの地域の活動を応援するた
めに、和歌山市が「景観まちづくり
地区」の創設に向けて検討を始めて
おり、その第一号の地区指定に向け
たワークショップを開催していま
す。アルパックは、これらの取り組
みをお手伝いしています。

　農村での暮らしは、周りの自
然と共生しながら営まれてきた
もので、一見するだけでは分か
らない意味が隠されています。
そこで、まずは地域の営みを掘
り起こすため、小学生による「聞
き書き」を行いました。8月下旬
の夏休みも終わる頃、和歌山市立
東山東小学校の「若竹学級」の児
童 15 人に参加してもらい、地元
のおじいさんに「語り手」とし
て、地域の昔の暮らしと今の暮ら
しをお話ししていただきました。
　少しだけ内容を紹介しますと、
むかし男の子たちはウサギを追
いかけて野山を走り回ったこと。
雨が降った後の川には大きな魚
が流れてきており、それを捕まえ
たこと。田植えの時期に田んぼ
にコイを放して成長させ、稲刈
りの時期につかまえて売ったこ
と。年に一回、北池の水を抜い
て、大きな網で魚を獲ったこと。
　若者がたくさんいたころは、伊

い

太
た き そ

祁曽神社の祭りでは神輿 3 台
がぶつかり合い、勇壮な眺めだっ
たこと。地域のこどもはタケノ
コを傷つけない上手な掘り出し
方を教わって、親を手伝ったこ

と、など。話しを聞いていたこ
どもたちの中にも、タケノコの
掘り方を知っている児童がいて、
地域の知恵は受け継がれている
ことも分かりました。
　色々教えてもらい、こどもたち
は熱心にメモを取っていました。
そして最後は、「聞き書き新聞」
として、まとめてくれました。
　これまでも山東まちづくり会
が中心となって、小学校のこど
もたちに田んぼでのどろんこ遊
びを体験してもらうなどの取り
組みを続けてこられています。
今回の「聞き書き」も、こども
の地域学習の一つとして、今後
も継続していくことができれば
いいなという声も出ています。
　わたしたちを取り巻く生活環
境は大きく変わっており、地域
の営みも意識的に受け継いでい
かないと、長い年月をかけて蓄
積された自然との関わり方や生
活の知恵の継承が途絶えてしま
います。営みの意味を共有し、
次に伝えるための第一歩として、
こどもによる「聞き書き」は役
に立つのではないでしょうか。
　農村地域の景観もまた、営みの
結果として立ち現れるものであ
り、地域固有のものです。営み
の意味を語り継ぐ中で、風景の大
切さを認識し、地域のみなさんで
風景づくりに取り組んでいくこ
とも、大切なことだと思います。
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「インセンティブが生み出す持
続可能なまちづくりを目指して」
地域再生グループ／堂本健史
　入社面接で、これまで見たな
かで理想のまちはどこかという
質問を受けました。少し考えた
うえ、４年赴任したことのある
地方都市の名をあげました。
　転入してまもなく、地元の祭り
に加わったときの光景が忘れら
れません。祭りも終わりが近づ
いたころ、町内のお寺の境内に、
灯のもと法被姿の町民が車座に
なって振る舞いの料理を食べる。
大人は若い衆も年寄も混じって
酒を飲みかわし、小さな子どもた
ちは庭を駆けまわる。じゃあ歌
おうと声がかかり、太鼓をたた
いてノーエ節をうたうと、子ど
もが寄ってきて輪になって踊る。

　まちづくりの報告書では「多
世代交流」は定番の用語ですが、
その姿を私の中に刻んだ体験で
した。以来４年間まつりの準備
を手伝い、まちを離れても、祭
りの当日には毎年駆けつけてい
ます。
　このまちの祭りでは、大人に
は、祭りを通じて子どもたちを
楽しませるという意識があり、
子どもたちを積極的に巻き込ん
でいます。そして、祭りを経験
した子どもは、青年、大人にな
るにつれ、上の世代と一緒になっ
て祭りを動かす側に回る。祭りを
動かす人は、祭りとそこから派
生する世代を越えた交流が楽し
いものだから、酬われたと感じ、
次もやろうという力が出るので
しょう。

　人を動かすような使命があり、
活動に報酬が伴うと、継続のイン
センティブが生まれる。さらに、
その活動に新しい人を巻き込む
仕掛けがあると自律的に持続す
る。活気があるまちには、こう
した活動が持続する仕組みがあ
るのではないでしょうか。
　インセンティブが生み出す持
続可能なまちづくり、この仕事で
取り組んでいきたいテーマです。
よろしくお願いします。

「地元愛を全国に持ちたい」
東京事務所／山﨑将也
　７月１日より東京事務所に入
社しました、山﨑将也です。こ
れまで 18 年間、東京の都市計画
コンサルタント会社に勤めてい
ましたが、このたび縁あってア
ルパックの一員となりました。
　まだまちづくりや都市計画な
ど何も意識したことのない中学
生の頃、自分の住んでいる街の駅
前商店街を見ては「商店街から
数ブロック入った広場と商店街
の間をモール化（当時そんな言
葉知りませんでしたが）したら

賑わいが広がるのに」とか、周
辺の普通の住宅地を歩き回って
そのまちの良いところ、悪いと
ころを漠然と考えていたことが、
その後の人生の針路を決める原
点となりました。
　私は新潟生まれ、新潟育ちで、
いまだに新潟への愛着が強く、帰
省する度に中学生の頃と同じよう
にまちの様子を見て、自分なりの
まちの絵姿を思い描くことを楽し
んでいます。この地元愛を仕事で
携わるまちに対しても同じように
持って、地域の生活者の目線で考
えていくことが何より大切である

と常に意識して今後とも研鑽を積
み重ねていきたいと思っています。
　初めての転職でまだ少し戸惑
う部分もありますが、アルパッ
クへの地元愛？も忘れず頑張っ
ていきますので、どうぞ宜しく
お願い致します。
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1）アミナ・ワドゥード：アフリカ系ア
メリカ人女性。1972 年入信・シカゴ
大学でアラブ・イスラーム学学位取
得。（対等な男女関係を目指して）

2）ファリド・イサク：1959 年ケープタウンのイ
ンド系ムスリムコミュニティ生まれで、南ア
フリカ共和国籍。反アパルトヘィト闘争参加。
（他宗教徒との親和的連帯）

3）ビラール・フィリップス：1947 年ジャマイ
カのキリスト教徒家庭生まれカナダ育ち。ブ
ラックパンサー・ヒンドゥー・仏教にも関る。
（伝統的クルアーン解釈に立つ現実的解釈）

4）フェトフッラ・ギュレン：1941 年、東トルコ
の導師（イマーム）の家庭生れ。世俗的近代
国家であるトルコ共和国では、イスラーム教
育は軍部によって弾圧され投獄。98 年アメリ
カ移住。（イスラーム・西欧の相互理解促進、
教育向上、喜捨ザカートによる弱者援助）

　ざっと経歴と主題だけ記しました。詳しくは、
本書をお読み下さい。
世界は確実に変わっている
　イスラームでは聖典解釈という方法で、変え
てはならない不易の教えを守りつつ、偏狭な女
性観・人種観等と闘い、現代に生きる宗教へ、
ダイナミックな変容の努力を続けています。ま
だまだ、世界には無知と貧困がなくならず、物
欲と感情が危機を呼ぶ状況があります。しか
し、人類社会の潮流は、確実に国際理解を通じ
て、人間の尊厳と平和共存へ向かっています。
　まずは、日本人から最も遠いと思っているイ
スラーム世界を知ることをお勧めします。なに
しろ、世界でムスリムは13億人もおり、アラブ・
マネーだけでも数百兆ドルもあるのです。
　因みに、元アルパック・インターナショナル
は、1990 年 6 月ドバイで設立されました。少し
早すぎたかもしれません。

『イスラーム化する世界』
グローバリゼーション時代の宗教

著者：大川玲子
発行：平凡社 紹介者／名誉会長・顧問　三輪　泰司

はじめに
　「イスラーム化する世界」とは、イス
ラームが世界を席巻して、世界中の人々
がイスラーム教徒即ち「ムスリム」にな
るという話ではありません。イスラームの側が、
世界的宗教へ変容して行くプロセスの断面を解い
た、イスラーム啓蒙書として読みました。
聖典解釈
　イスラーム世界では、日常の生活行動まで、
コーラン（クルアーン）によって律せられてい
ます。クルアーンとは、預言者ムハンマド（マ
ホメット）が神アッラーから天使ガブリエルを
介して「誦め」と伝えられた啓示の断片を集め
たものです。「誦め」といわれたように、神の
言葉を預かったムハンマドが読誦して伝えたの
ですが、彼の死後、書物にする必要が出て、現
在のクルアーンの形にまとめられたのです。原
典はアラビア語です。
　なにぶん神さまの言葉で、意味が判り難いとこ
ろがありました。そこで、ムハンマドが生前、
言ったこと行ったことを伝える伝承「ハディー
ス」が頼りにされました。ムハンマドは、聖徳太
子と同時代、６世紀後半の人です。633 年に亡く
なって、すでに意味が判らないところがあったよ
うに、現代では、理解が難しくなるのも当然で
す。そこで「クルアーン解釈」が課題になります。
４人の近代クルアーン解釈
　クルアーン解釈学はイスラーム社会ではとても
大事な問題で、古来多くの学者が活躍しています。
　著者は現在明治学院大学国際学部准教授で 40
歳代の少壮研究者です。東京大学イスラーム学
科から、大学院を経てカイロ留学、ロンドン大
学東洋アフリカ研究学院（SOAS）で修士号を得
ています。著者が研究対象とした４人のクルアー
ン学者の経歴と主題（括弧内）は、まさに現代
世界を反映しています。
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　さて、本書は全５話構成となって

おり、第１話のタイトルは、「み

つや交流亭の昼間：おばちゃん、

水！」。みつや交流亭の日常の様子

が描かれたブログからの抜粋になっており、店

に常駐する「おばちゃん」たちと、交流亭を利

用する子どもたちとのやりとりが微笑ましく感

じられます。この章を読むだけで、地域の子供

たちにとって「みつや交流亭」が、大切な放課

後の居場所となっていることがわかり、商店街

の地域における役割を再認識させられます。

　その他の章も、とても読みやすく、「みつや

交流亭」を拠点に多くの人が関わってきたこと

がわかります。全国各地で商店街の活性化に取

り組んでいる方、拠点づくりで悩んでいる方、

人のつながりづくりで奮闘されている方には、

この本の内容がヒントになることでしょう。ぜ

ひ、ご一読されることをお薦めします。

　なお、この本は、書店では手に入れるこ

とができませんので、ホームページ http://

mituyakouryutei.jimdo.com から購入するか、

次のメールアドレスまで連絡してください。

mituyakouryutei@yahoo.co.jp

（定価 1,000 円＋税、送料込みで 1,200 円）

『おもろい商店街のなかの
メチャオモロイみつや交流
亭物語』
編著者：片寄俊秀
発行：NPO法人みつや交流亭

紹介者／地域産業イノベーショングループ
高田　剛司

　本書の舞台である「三津屋商店

街」は、阪急神戸線「神崎川駅」

を最寄り駅とし、全長 500 ｍ以上

のアーケードがある商店街です。

神崎川駅は普通電車しか止まらないので、関

西に在住している人でも、あまり知らないか

もしれません。梅田駅（大阪駅）から３駅目

という交通至便な立地条件にありながらも、

下町の雰囲気が残る住宅街の中に、その商店

街はあります。

　本書は、空き店舗を活用した交流スペース「み

つや交流亭」を 2007 年に開設するまでのドラマ

と、その後に交流亭で繰り広げられる人間模様

を描いたものです。

　編著者は、1997 年から兵庫県三田市の商店街

で、関西学院大学ゼミの「まちづくり道場・ほ

んまちラボ」を開設された片寄先生。ほんまち

ラボは、大学のゼミが商店街をフィールドの場

とした、商・大連携の画期的先進事例でした。

そのような経験も活かし、片寄先生もキーパー

ソンの一人として関わっておられます。

　近年、空き店舗を活用した交流施設の開設は

珍しくなくなりましたが、この「みつや交流亭」

の開設にあたって特徴的な点は、タウン誌「ザ・

淀川」の創始者であり、初代編集長であった一

人の女性の発想と、大阪市職員労働組合が「ま

ちの現場で、市民と一緒にまちづくりの活動を

したい」という思いが合致して動き出したとこ

ろにあります。そして、労働組合と商店街のコ

ラボという、前代未聞の取り組みによって「み

つや交流亭」がオープンし、その後は多様な人

を巻き込んで、イベントや全国の商店街との連

携などが展開されてきています。
商店街の夏祭りでの「みつや交流亭」
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　真夏の太陽がこれでもかとい
うぐらいに照りつけ気温はおそ
らく 40 度に近いであろう、日本
は亜熱帯だったかと錯覚するほ
どの灼熱の中、私は府中刑務所を
訪れました。塀の中にいる知人の
面会に行ったのではなく、出所す
る知人を出迎えにいったのでも
なく、もちろん私自身が収監され
るためでもありません。府中刑務
所といえば私にとっては三億円
事件です。今や事件のことを知っ
ている人すら少数かもしれませ
んが、1968 年 12 月 10 日の朝に
起きた現金強奪事件のことです。
このミステリアスな事件の現場
は第１現場から第４現場まであ
り、府中刑務所北側の塀の前は
事件発生のまさにその場所、第
１現場と呼ばれている場所です。
その場所を見たかったのです。
　塀は当時のものから新しく作り

替えられ、高さも少し低くなって
いるようです。第１現場は監視塔
があった場所ですが、現在は撤去
され代わりに監視カメラが設置さ
れています。今となっては事件を
思わせる痕跡はどこにもありませ
ん。現場近くの歩道橋は当時の写
真にも写っているので、唯一、そ
の当時からあるものかもしれませ
ん。そんな感慨にひたりながら塀
に沿って刑務所のまわりを一周す
ると意外なものを見つけました。
　「都市景観賞」と表示された
プレートが塀に埋め込まれてい
ます。この賞は府中市の景観条
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例に基づいて与えられる賞です。
調べてみると、事件当時の塀は撤
去され、その内側に現在の塀が
設置されたようです。歩道に設
置されているベンチは古い塀の
一部を利用したものだそうです。
植栽なども整備されて全体的に
明るい感じになっていますが、
それにしても刑務所の塀が都市
景観賞ですって。
　おそらく賞の選考委員の方は
審査の過程で事件のことが意識
に上ったに違いありません。こ
の場所に刻み込まれた事件の記
憶がいわば地霊となり、それを
知る人が見る景観にある種の「深
み」を与えている、そのことが結
果として受賞の一因になってい
るのではないのか。つらつらと
そんなことを塀の前で考えてい
ました。そして後日、受賞の経
緯などを調べていた時にはたと
気づきました。元々あった塀は
現在は歩道のベンチになってい
る、つまり私が立っていた場所は
刑務所の敷地内、本来「塀の中」
だったのです。あの日、私が目
にしていたのは（事件当時の）
塀の中から見た風景でした。

かつての塀はベンチになっている 第１現場から犯人の逃走方向を見る


